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翁
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界
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す
る
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く
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ざ
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今
日
ま
で
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考
は
極
め
て
僅
少
の
取
除
の
外
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自
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或
は
悟
ら
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，階
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學
の
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0
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就
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な
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文
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あ
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ッ
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た
る
所
に
係
る
。
故
に
ァ
ヵ
デ
ミ
ー
版
に
於
て
は 

rc
來

V
ス 

> 
ッ
ク

に
於

て

發

見

，せ

ら

れた
る

力
ン
ト
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全
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ン
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自
筆
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錄
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♦
箸
な
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由
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氏
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總
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た
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だ
上
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目
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述
ぶ
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瞭
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ら
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；
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ら
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追
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ら
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營
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營
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營
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營
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せ

ず
し

.て
，却
つ

V

經
鋒
の
規
模
如
何
を
問 

題
ビ
比
る
；も、同
じ
考
へ
方
ょ

.
P
す
れ
ば
寧
ろ
事

0
:當
を
得
た
る

.
も
の
.
に
-
し
て
、必
し
も
彼
等
の 

過
失
を
以
て
目
す
可
き
も
.の
に
あ
ら
ざ
ら
ん
也
。
何
と
な
れ
ば
今
日
の
；企
業
な
る
も
の
は
國 

民
經
濟
'發
展
の
一
階
段
上
に
咬
き
出
た
る
、謂
は
ド
ー
本
の
花
の
如
き
も
の
に
し
て
、今
日

の
：揭 

る
目
に
は
如
何
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麗
し
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史
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落
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落
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_

0:
.規
模
如
何
は

.斯
く
の
如
§
謂
は
ゾ
結
ぶ
ビ
見

る
：：

間
に
消
ゆ
る
朝
露
の 

:■
徒
事
な
ら
ず
し

V
、

荷
も

*

少
の
勢
*
を
以
て
最
大
の
效
果
を
收
め
ん
ビ
す
る
人
間
性
情
の
易 

,「

ら
ざ
る
限
办
は
、常
に
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。
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m
o
r
e

o.r 

less 

:̂
lccessfully, 

t
o

.
 bring 

aboiit t

ば e 

events

' in 

>
v
H
c
h

 

w
e

 

are
.,

interested
.

ベ T. 

s
v
. 

M

白

.

；
Principles 

o
f Political 

E
c
o
n
o
m
y

.
)

(

文
餘

 

h
,
.に，長
き

が

上

に

本

文

の

傍

證

パ

. 

.
:
• 

. 

■ 

• 

-

ゾ
.:玉

.，

,
 

,
_

"
四
分
法
論
者
が
、其
パ
生
產
論

.
に
於
て
、生

.座
要
素
增
減

.論

を

：
試

•
み

て

以

y

自
ら
足
；れ

i

せ

.
る 

理
^

は
，正
き
に
上
述
の
如
く
な
ぅ

k

し
て
、次

.
に
彼
等
の

.交
換
：論
は
：何
を
.主
•題
ビ
な
せ
る
や
。
 

吾
人
の
見
：る
所
の
如
ん

ば
、純

然
た
る

m
.

分
.法
論

#

の
交
換
論

は

、

主
と
し
て
：

貨
幣
，銀

行
、及
：商
業 

及

運

輸

焚

、通
に
關
：す
.る
•理
論
の
硏
究
ょ

i

成
‘る

も

の

に
レ

て
®

値
及
®
格
に

，

す

る
W

究
は
■、
 

謂
ば

.V

之
に
附
随
し
で
論
せ

'ら
る

..
 
>
:に
.
過
ぎ

.ざ

.る

も

の

.
 

> 

'勿
し
。

'.然
；
れ
'tt
-M
し

て

之
.を
云
へ 

ば
、
彼
.等
の
交

•換
.論

も

®

た

交
換
.其

も

の
に
：關

す

る

議
.論
に

あ

ら

ず

し

て
、其
.實
は
交
換
用
與
論 

た
る

.に
止
ま
る
も
；

0
な
り
と

.稱
し
得
可
き
次
第
な
る

1が、彼

'等
.が
是

V
J
以
•て
自
ら
滿
足
せ

る
は
、
 

m
し

て

如
何
■な
る

ff
l

it
l
に

®

く
も

の
な

P
や
。

五

2

人
は
其
理
^
を
觉
め
て
之
を
ァ
タ
ム

•
ス
■ミ 

.

ス
の
.左
の
ブ

句
に

..得
た
り

と

'言
は
ん
と
欲

■す

。
.

■,

T
h
e

 

division 

of l
abo

ur 

is 

limited, b
y

 .the 

extent .of tile, m
a
r
k
e
t
.
(

分

業

ば

市

.，場

の

大

さ

に

依

う

て

制
限
せ
，ら
る) 

.

蓋
し
四
分
法
論

«

の
貨
幣
を

.論
じ
、龈
行
を
論
，じ
、其
制
度
規
定
，の
.，確
立
を
以
て
國
民
®
濟
上 

の

「

大

金

要

學

で

ム

ビ

說

く

は

、是
に
：依
|り
て
安
全
、確
實
：な

る
，通
：®

を
供
給
，し
、因
づ
て
以
て
物 

々

交
換
；よ
ぅ
生
ず
る
不
利
不
便
を
除
き
、交
易
進

砂
：；

の
便
を

.備
ん

'が
爲
め
に
し
て
、其
商
業
及
商 

業
組
織
を
論
究
す
る
は
、其
存
否
，及
組
織
の
段
否
が
、生

*

奢

e

消
费

.者
と
の
問
.に
於
け
る
事
情 

の
疎
通

.を
致
す
上
に
甚
大
な
る
影

_

を
及
ぼ
し
、此
方

®
よ

り
'交
^

の，機

#

を
決
定
す
る
"も
の 

あ
る
が
爲
め
な
り

V
J

謂
ふ

•
を
得
可
く
、而
し
て

*

運
：.輸
.交
通
を

■論
じ
、其
機

_

.の
整
備
如
何
を

i
 

題
と
す
る
：は
、即
ち
又
た
其
究
全
ヒ
否
ビ
が
、距
離
の
隔
絕
よ
り
生
ず
る
交
易
上
の
障
碍
克
服
の 

程
度
を

^

は
し
、此
方
而
，

.よ
P

苒
び
交
易
の
雛
易
を
定
む
る
も
の
あ
る
に

因

る

も
の

な

P

ビ
謂 

.ひ：
#
:可
：き

.が
故

に

、
總

.じ
て

之
を
言
，へ

.
‘ば

、凡
そ
彼
等

0

是
等
事
項
を
論
ず
る
其

’目
的

.は
、

交
易
，の
 

«

圆
.匕
：機
會
ビ

を

辟

大

せ

ん

が

爲

..め

に

し
て
、而

し

て

其

特

に
是

を

目
的
ど
す
る

は
、

交
易
の
.範 

圃

機

會
0

现
減
、換
_言
す
れ
ば

.市
：：場
の
廣
狹
如
何
が
、分
業
發
_

の
程

.度
を
：定
め
、斯
く
て
間
接
に
、
 

勞
働
の
品
®
上
の
坍
加
の
上
に
影
锉
す
る
も
の
あ
る
を
認
め
た

る
、

其
結
來
に
外
な
ら
ず
ビ
謂 

ひパ
#

可ければな然れば

N

分
法
論
ギ
の
交
換

論
は
、

之
を
生
產
論
の
緻
論
ビ
見
做
す
も

f
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說

經
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奴

理

盼

分

法

の

：
辨

-

,

, 

第
二
號

-

、

九
a 

必
し
も
不
可
な
ら
す
し
て
、分
ち
て
之
を
論

-
ず
る
は
主
ビ
し
て
行
論
の
便
背
；に
ょ
る
ビ
解
す
可 

§

5
6

0
彼
の
ジ

^
丨
。ビ

{

セ
ィ
が
其
著

Trait

o'D

ぶco
n
o
m
i
e

 

pol
it
iq
ue

に
於

.て
生
產
、分
配
、消
顧 

の
三
分
法
を

.

.と
b

た
る
は

"形
に
於
て

.四
分
法

'諭
者

'の
' 
興
と
相

.與
れ
：ぅぐ

J
.

雖
も
政
生
產
論
中
に 

は
、四
分
法
論
潜
の
所
謂
交
換
論
を
包
含
せ

.し
め
居
る
が
故
に
、其
實

«

に，於
て
は
四

.分
法
を

-

VJ 

れ
る

V
J

異
る

W

乙
ろ
な
く
し
て
、而
か
も
偶

^

吾
人
叙
上
の
解
轉
を
襄
書
す

^
も

の

S

P
ビ

稱 

し
得
可

&

な
&

。
:
:
' 

■ 

'

. 

V

:::

き

 

.

‘

：

却
說
分

配
論
.が
.、刺
PJ
、地

代

、勞鈒

に
關
す
る
硏
究
た

る

は
周
知
の

事
''實

な

る

が

.、
四

分

法

論

潘 

は
、
利
«

が
如
何
に

し
て
發
生
し
、矶

代
が
如
何
に

し
て

埤
主

の

掌

®
に
歸
し

#
銀
が
如
何
■に

し 

て
勞
働
考
の
手
に
與
へ
ら
る
、
や
を

.論
究
せ
ん

VJ.

欲
ず
る
も

.の
な
ぅ
や
否
や
。
換
言
す
れ
ば 

I所
謂
所
得

分
配
の
過
程
を
論
述
せ
ん
ヒ
欲
す
る
も
の
な
ぅ
や
否
や
。
因
果
，的
見
地
に
立
脚
す 

る
ん
士
ょ
り

之

.
觀

れ

ば

、是
.
は

當3

に
叙

述
せ
ら
る
ベ

き

筆
の
：眼
目
た
ら
ん
も
、目
的
觀
的
見 

地
に
立
つ

㈣

分
法
論
萝
の
侧
ょ
办
見
れ
ば

、是

は
必

し
も

然
ら
ず

し
て
、
其
問
題
は
自
か
ら
他
に 

tn
り
て
存
す
る
な

6

。

他

^
は
何

^
や
。

^
ド
牛
ン

•キ
ア
ナ
ン
の
左
の
言
は
吾
人
に
代
つ
'て

此

.間

.に
答
ふ
。る

.も

.

.の

.な

b
o

:J
b
o
M
n
g

 

at the 

o
r
d
i
B
r
v

 

n
o
n
-
e
c
o
n
o
m
i
c

 

use 

o
r

 the 

term, 

w
e

 

c
a
n 

imagine 

a
n

 

essay 

o
n

 

th6 

distribution 

o
f produce. 

r
e
l
a
t
i
n

CT
Q
w
o
 

either 

of* t:vvo different questions 

first/in wh^-t 

m
a
n
n
e
r

 

o
r by

 

w
h
a
t

 

m
e
a
n
s

 

is 

t
h
e
^
r
oi
d
c
d
e

 

parcelled 

O
c
t
: 

a
m
o
n
g

r+
げ ose w

h
o

 receive it 

?
v*
o
w
.
W
8
0
n
d
l
y

 

• 

B wh
a
t

 

proportions 
is 

the 

p
r
o
d
u
c
e

 

divided 

a
m
o
n
g

r+
-
o
s
e 

w
h
o

 

share 

i
t
v»a

n
d

 

w
h
a
t

 

determines 

these 

proportions/

:—

::
'

.

■:
.を

‘

.

.
;

v

..
*

:

次 

* 

'
 

- 

*

W
h
a
t
e
v
e
r

 

m
a
y

 

h
a
v
e

 

b
e
e
n

 

the 

cause 

of A
d
a
m

 

s
m
i
t
h

w*choosing 

for 

his 

First 

B
o
o
k

 

a. 

titie .
w
M
c
h

 

did 

not 

r
ea
H
y 

d

OJs

o.ribeits 

contents)the effect has 

b
e
e
n

 

s 

identify 

“ distribution」
in 

English 

e
c
o
n
o
m
i
c

 

treatises 

with a

 

discussion 

o
f the 

c
a
uses

.
 which, 

affect wages, 

profit, a
n
d

 rent——

1
M
.ra

n
n
a
n

 ; 

H
Jr
s
r
i
e
s 

o
f
 Production 

a
n
d

 

Distribution.(

此
語
の
日
常
非
經
濟
的
な
る
使
用
法
を
考
察
す
れ
ば
、吾人
は 

生
產
，
物
の

分
配

論
一
s
.
:
l
:、生：產物
は
如
何

k
:
し
：て
、若

く

は

如

：何
な
：る
：手
段

k

依

&

て

其

を

受
 

領

ず

^
人

士

の

間

に

分

，た

.る
、
や
、若

べ

は

第

一
一
、生
產
物
は
如
何
な
る
割
合
に
て
之
に
與
か

る 

人

士

間

に

割

，

當

て

ら

る

、

や
、及

此

割

合

を

：決

S
す
る
も
の
は
何

?
や

0て
ふ
ニ
個
.
の
興
れ
る 

問
題
の
孰
れ
か
に
關
す
る
も
の
な
る
を
想
像
し
得

。

X
X 

X
X眞
實
に
其
內
：
容
を
吿
げ
ざ
る
表 

?

i
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題
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^
.彼
の

(

國

，
富

論

)

第
，.
.一

卷

：
に

對
.，
し

ア

タ

ム

、

ス

'
、
、
、

スの

撰
み
た
る

.動
機
ぼ
，如
何

.な
る
も

0

な
.ぅ 

と
-す
■る

も
ぜ
結

*

は
英

i
vl
制
‘‘の

經
，濟

.書
に
於
け
る

「

分
酤

」

を
勞
銀
、利
跑
、及
地
代
を
左
右

•す
る

M
 

因
に

,

す
る
，

論
：

V」

同
一
•

«
、.せ
し

.む

.：
る

，
乙

ビ

、

な

れ

：
；
^

即
ち

.キ

.
ア
ナ
ン
は
、普
通
の
經

■濟
書

‘に

於

て

分

配

論

，と

！

i
.

ふ

は

ニ

般

に.所
得
形
成
の
過
®
を 

論
す
る
も
の
に

あ

ら

ず
し
て
、實

.は
；勞
飯
、利
，_

、及
地
代
の
三
潘
に
就
き
、其

.多
®

の
割
奋
‘及
び
兆 

割
合
を
決
定
す
る
原

.因
を
攻
究
す
る
に
止
ま
る
も
の
な
る

?:
言
ふ
も
の
に
し
て
、而
し
て
一
财
田 

敎
授
は
嘗
つ
て

「

此
語
に
特

•別
の
意
義
あ
る
は
、キ
ア
ナ
ン
旣
に

.之
を

'說
け

.
b
」 V
J

し
て
此
、に
赞
間 

の
意
を
表
、せ
ら
れ
た
れ
ば
、㈣

分
法

8&
潘
の

分
ff
i

論
が

、M 

く
所

#

形
成

0

過
粹
を
論
ず
る

も

の 

に
あ
ら
ざ
る
の
事
實
は

•旣
に
世
に
定
論
あ
謂
ひ
得
可
け
ん
な
り
。

夫
れ
然
ぅ
、然

.ら
ば
！！

.分
法
論
者
.は

何

故
に

汎
く
所
得
の
旅
成
に
就
て
論
ず

•る
こ
と
を
な

3 

す

し
て
、狹
く
勞

m

、利
澗
及
地
代
の

OT
^

に
其
所

1T
,を
釋
限
せ
る
や
。

四
分
法
論
考
を
以
て
因
果
的
見
地
に
立
ち
國
民

.
經
.濟
場

.裡

.に
M

開
し
來
る
經
濟
现
象
を
論 

理
的
に
砌
叨
せ
ん
ど
試
み

/2
る
**
ビ
解

.せ
ん
か
、彼

.等
，の
此
處
に
爲

.せ
る
所
，ば
、眞
に
永
久
の
輝 

に
し
て
終
に

»
く

る

時
、な
か
る
ベ
し
。

反

之
®

人
の
解
す
る
が
如
く
，

®

等
を
以
て

0

的
觀
見

地
'に
立
ち
常
坩
加
の
則
題

•に
.，某
：畢

.世
の
精
カ
を

.條

.注

.ぜ
る
ぺ
者

>」

；な
、さ
ん
が
.、此
問
題
は
自
か 

ら
解
、け

去

ちV
.

些
_の
困
：
.難
を
も
殘
ざ

V

る
ベ
し
。
蓋
し

〗

四
'分
0法
論
：者
の
分
配

#

は
、典

.注
產
論

. 

と
和
對
し
め

'
.て
之

.：を
見
る
ベ
き
に
ー
し
ー
て
、而
し
、て

锻

等

が

萁

务
@3
%

を
康
げ
て
勞
鱗
利

_

^

.
 

地
'代
“

の
.硏
究

に

姿
ね

^
.る

^
 

 ̂

- 
^
0
.
^
, 

 ̂

^
 0

S

.

M
 

i
 

R学

す

る

報

酬

'の 

多
»

如
_何
か

M

等
耍
素
の

^

質
上
並

^

に
數

.量
上
，
の
«

加
.に
影

.

.響
'を■

及
，ぼ
.し
、斯
.く
て
又
*
國 

齒
增

®

の
上
に
至
大
の
影
響
を

ft
ふ
る
に
至
る
可
き
を
認
め

^

る
.其
結
#
に
外
な
ら
ず
と
解 

す
れ
：，
tf
M

‘
R
興
«

も
合

»
,的
；な

"る
.解
麵
を
得
可
け
れ
ば

な

.i
 

0
 
b
.
而
し
て

.

®
人
の

‘

此
：：

解

#:
.は
•分
‘
'配：.論
成

.

.立

.

「

の

歷

ー

卑
 

る 

::も
.「の

；；、
：

如

し
o

蓋
し
キ
ア
ナ
ン
の

#

®
す
る

i

こ
ろ
に
依
れ
ば
、斯
學
に
所
謂
，分
配
な
る
語

0 

起
.源
.は
い
ヶ
ネ

1

の
.：
經

濟

：
表

の

說

明

■.に
在
.り
ビ
云
ふ
。

然
ノ
る
に
ヶ
ネ
ー
の
經
：濟
：.表
の
説
.明
は
、
彼
、
 

が
其
.起
：着

に

於

て
'
プ：國
の
有
效
な

：

る 

生
産

.的
階
：級

(

ヶ
ネ
ー
の
所
謂

)

に
歸
着
す
る 

其
#

寒
に
賴

.る
も
：の
な

t

o 

*し
富

0

大
部
，分
：が
不
生
的
踏
級
.，.に

歸

屬

匕

、
生

'
産

的

階

級

に

復
 

歸

す

る

こ‘ビ
.
.
な

く

 

t

f

K結

采

ば

國

'
民

所
«

め

減

：少/e
る
を

' 免
れ

.ず
と

.01
:

け
，る
、其
越
旨
を
骨
子 

V
J

し
て
反
雍
之
を

.
論
b

/2
P
も

の'に
外

.な

.
ら
中

V
J、

解
し
て
太
‘；過
樣
け
れ
ば
な
，，り
。
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)

論
説
經
濟
原
理
叫
分
法
の
辨
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.笫

十

二

继.0
5

四)

' 

論

、
説. 

'經
濟
原
理
四
：
分

法

の

辨

. 

第
T
S 

九
へ

故

1:
吾
人
は

.最
後
，，に
論
結
し
て

.斯
く
言
は
ん
と
欲
す
。

.
日
く
、四
分

■法
論

.考
の
办
配
論
.は
四 

分
法
論
考
自
ら
の
見
地
よ

.

&之
を

m

f'
可
き

.に
し
て
、而
し
て
此
見

a

よ
ぅ
之
を
彻
れ
ば
彼
等 

の
分
配
論
は
決
し
て
失
敗
を
以
て
目
す
べ
き

®

®
の
も
の
に

'
あ
ら
ざ
る
な
ぅ

V」
。

V

七
」

却
說
最
後
に
、

m

凝
論
の

^

題
と
す
る
と
こ

.ろ
は
果
し

.て
何
な
り
や
。
今

0

消
费
論
の
標
；題

I 

. 

■ 

- 

: 

. 

I 

: 

.

. 

. 

.
,■
.
'
.
 

.

の
下
に
論
述
せ
ら
る
、
と
こ
，ろ
は
題
材
頗
る
貧
弱
僅
少
に
し
て
、殆
ん
ど
一
分
科

.?:
な

す

に
足 

る
も
の
な
し

V
J

は
、世
人
の
往
々
喂
ふ
る
ビ

乙

ろ
に
し
て
寧
實
も
亦
た
其
然
る
を
證
明
す
る

VJ 

こ
ろ

^

る
に

0:
/2
i

然
れ
ど
も
其
斯

く

の
如
き
性
質
の
も
の
た
る
に
至

6

た
る
抑
も
の

M
 

因
は
、昔

考
#

モ
，
此

題

下
0:
主
：耍
問
題
ビ
し
て

®

要
な
る
部
分

?:
占
め
た
る
公
.團
體
の
消
锻
に 

~關
す
る

•論
議
が
、其

.後

T

般
財
政
論
中
に
移
し
收
め
ら
れ
て
、題
材
の
一
部
敍
に
漸
く
其
乏
し
き 

を
加
ふ
る
に
至
ぅ

/2
る
興

一

方
に
於
で

‘
殘
餘
の
部
分
た

.
る
私
人
の
..消
費
に
關
す
る
論
議
が
又 

(

た
’昔

日
の

’目
的

«

的

見

：地

，
よ
6

攻
究
せ
ら
る
、
こ

な

く

、却
つ
て
因
果
的
見
地
よ

6
,
一 

般
需 

要
論
の
先
舉
又
は

i

s
ど
し
て
討
究
せ
ら

.る
、
に
至

&

だ
る
典
間
の

.
事
情
に
存
す
る
こ

y
j

な 

れ
ば
、彼
の
事
實
を
：，堤
.げ
來

6

て
四
分

.法
論
：潜
の
消
费

.論
：
?:
攻
擊
す
る
は
、決
し
て
事
の
當
を

#

.た
る

も
の
と
稱
し

#

可
か
ら
ざ
る
な
ぅ
。
然
れ
ば
吾
人
は
此
處
に
於
て
も
事
の
始
め
に
溯
り 

て
、四
分
法
輪

*

の
趣
旨
を
探

h

來
ら

V
o

る
可
か
ら
ず
ビ
し
て

^

づ
霞
等
背
日

' の
所
論
を
案
す 

る
に
、彼
等
は
消

®

を
分
ち
て
私
人
の
消
？

公
團
體
め
消

.費
ビ
の
ニ
ど

.な

.
し
、
31
ら
に
其
谷
に 

就〗

て
生
：產
的
消

«-
と
.不
^

產
的
：消
费
と
の

>別
を
立

I
て
、却
說
然
る
，後
に
.

»
所
_
生
產
的
消
凝
に 

就
て
は
、旣
に
生
：產
論
に
於
て
其
論
を
戤
し
た
れ
ば
、今

.再
び
之
を
論
ず
る

.
の
要
を
見
ず

S

し
て
、
 

.之
を
省
略
に
附
す
る
と
共
に
直
ち
に

*

を
進
め

,て
消
费
本
論
に
，入
ト
缸
人
の
消
费
ビ
公
園
體 

の
消
：费

(

何
れ
も
所
謂

.不
生
産
的
な

.る)

ビ
に
就
て
、如
何
な
る
種
類
の
消
顧
が
正
當
視
し
得
可
き 

:性
，質
の

.
も
の
た
ぅ
や
、之
を
判
定

.す
べ
き
準

#

を
論
じ
、合
せ
て
奢
侈

.の

怖

る

可

く

愼

(/
可
き
を 

述
べ

'斯
く
て
漸
く
其
論

?:
終
る

■を
常
ざ
す

°

然
れ
ば
彼
等
の
消
費
論
：は
®
の
シ
ァ

1

ぐ
ジ
ー 

ド
か

H
h
e 

t
h
e
o
r
y

 

of* c
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n

 

h
a
s

 

to 

deal 

w
i
t
h

 

the 

various 

uses 

A
a
t
.
c
a
n

 

b
e

 

m
a
d
e

 

o
f

 wealth, 

a
n
d

 

lias 

to 

s
h
o
w

 

us 

3 particular 

-wnat 

are 

the 

e
c
o
n
o
m
i
c

 

as 

w
e
l
l

 as 

the 

m
o
r
a
l

 

reasons 

w
h
i
c
h

 

s
h
o
u
l
d

 

lead 

us to cll

o-ose the r
e
s
p
e
c
t
i
s m
o
d
e
s

 

o
f 

e
r
r
u
o
y
m
e
n
t
.
(

消
费
論
は
富
の
使
用
甘
ら
れ
得
る
其
各
種
の

.
K
 

用
法
を
論
じ

.1
1

つ
特
に
吾
人

5:
群
き
て
其
當
を
得
た
る

(respective

に
.
て
は

‘意
瓶
甘

す

§
p
e
c
t
a
b
i
e

 

の
邋
な
る
べ
し
と
し
て
斯

く
 

_

出
す

)

使
用
法
を
撰
ば
し
む
可
き
經
’濟
上
並
に
遨
德
上
の
理
由

第

十

ニ

饴
0

5
31)

論

說

經

濟

原

理

四

分

法

の

辨
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.著
ユ
'卷
ソ

0 

5
:
3
;'
'

崎

？
歌
;̂
法
の
镇 

繁

5
.
0
.

は
：何
故

.
^
,や
.を
吾

.人

；
に

示

す

；
も

.
^
:な

-
.
^
。
：

 

I

ジ
..
'丨

.

ド
、
^

濟
M」

論
.
.第4

一

f

版)

ビ
云
へ

る

典
言
の
：
 

如
く
之
を
解
す
べ

‘き

ゼ

じ

^
両
し
ー
て
之
を
然
然
が
解
ー
す
るV」

き
は
、吾
人
は
何

.人
と

*

も
：
!a
分
法
：
 

論
者
の
消

.：：锻
論
の
：薄
を

_

む
ハ
る
也
吝
な
る
能
は
ざ
る
べ
し

Jレ

m

t
る
^

な
り

C

蓋
.し
四

.

.

.
分
：法

( 

論
考

^

如
®

の
議
論
を
な
：す
は

.税
人
及

4

團
體
の
消
费

'如
.何
“が
'直
ち
，に

_
:當
堪
：減

0

上
に
影
、
 

饗
す
：る
と
こ
ろ
ぁ
る
.を
認
め
た

' 
る
其
結
果
に
：外
な
ら
ず
し

.て
、而
し
七
此
點
に
於
け
る
彼
''等の 

見
*

が
r
決
し
て
不
當
に
ぁ
ら
ざ
る
は
、四
分
。法
に

.就V

旣
述
の
如
：き
見

«
:を

；
下

'
さ

れ

た

.
る
繭

.
'田 

敎
授
，及
甞
つ
て
は
消

1

_

は
«

濟
學
硏

'究
'の
«

外
.
.に
在

$
:ビ
斷
资
：
&
れ
：た
る

' 河
上
敎
授
：が
失 

れ
—
-

;に
左

9

如
き
：
.言
を
な
し
居
ら
る
、
に
徵
し
て
、明
が

.に
，而
し
て
興

.味
深

.ン、、之
：を

 

'知
る
を

- 

得
，れ
ば
：な
り
。

背
に
枉
つ

V

は」

個
二
人
が

^

何」

に
‘浪
歌
濫

1

し
て
i

、
如
何
に
經
辦
が

.拙
、で
怒
つ
て

も

.

-

.
を

れ

は

其

人

：ニ
：
人

の

掼

，に
止
り
、其

人_
1人

の

寒

に
|止

つ

て

居
.
0七

、庳
ち
：ド

國

家

の

：運

用0 

:
上
.に
•又

た
.
_1民
經
-濟

亲

體
.の
上
.に

影

響

を
來
_す
譯

で
は
無
か
つ
た

o

今
白
は

S

ぅ
で
無

：
s
o 

:
::-
我
-
.十
.の
.僅
：か
.一
么
年
數

11
圆

に̂

出

で
な
い
、
或
ぼ

數

.千

圆

に

出

で

な
い
處
の

：

小
さ

い
家

計

"で 

■
も
。其
運
.用

を

誤

る
i
:
s 

.

ふ
、こ
ど
は
、
極

め
て
小

で
は
、あ
る
け
れ
ど
も

'國

全
ti
'
.の
經
濟
，の
.上
.
R
-

-影
響
を
，及
ぼ
す
。

是
が
：澤
山
重
な
れ
ば
重
な
る
.程
、全

體
K

及
ぼ
す
影
響
.が
大
き
く
な
つ
て

-來
る
の
で
あ
う

^

す
。
：

..
:
何
故
か

ビ

い
ふ
と
'國
の
富

VJ-

云
ふ

も
'の
は
國

K
在

る

の
で
は

.な
ぃ

0

我
々
が
皆
分

’有
し
て
，居
る
。
我
夕
銘
々
が

.持

つ

て

居

る

富

，
，の

.
•外
に
富
は
無
い
。：
：

•其
.富
の

®

く
微

.小
の

；部

，分
.で

も

拙

く

使

は

れ

拙

く

運

用

甘

ら

れ

て

是
'が
®

少
す

る

と
云
ふ

こ
と
：は
、即
ち
日
本
：の
富
：が
>
〒
れ
丈
け
減
る
と
：云
ふ
も
の
：で
あ

 

>
 ま
す
。

反
對

R

我
ダ
の
爲

.す
：所
が

'自
分

0
當
.を
*

せ：

ば
、即
ぢ
日
本
の

.富
が

.

.僅
：か
で
は

.あ
：る、が

*'
へ
る
こ
と
に
な
る
.の

で
あ

.
P
涂
.
.す
。

(

國
K

經
.濟

講

話
、乾
、八

—

九

S

.今

0

餘
.裕
の
..あ

る

人

々

が

、奢

侈0

0

の

爲
{'
?
.
.投じ
て
居
る
金
額
は
大
し
た
も
の
で
あ
る

c

3

う
し
て
假
に
其
等
の
人
々
が
、

^

し
.
一
切
の
奢
侈
赘
澤
を
廢
止
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、是
迄

f

フ

s

ふ
事
に

.
取
费

^

^
そ
，居
た
金
：は
皆
浮
い
て
出
で
其
が
盡
く
資
本
に
爲
る
の
で
あ
る
。

そ
.れ
か
ら
又
、

_

う
い
ふ
奢
侈
赘
澤
品
を
製
造
す

.る
：
事

業

の

，
爲

，
め

；
に

.吸

收

さ

れ

て.居

た

資

'
本

，
夂

皆

浮

い

て
^

る
の
で
あ
る
。

3

う

な

つ

，
て

來

，
れ

ば

、
い

く

&
-資
.本
の
：缺
乏
を
飾
へ
て
：居
る

n

本
で

1

優
に

.諸
般
の
辦
業
を
經
營
す
る
に
足
る
だ
け
の
資
木
が
出
て
來
る

#

で
あ
る

。

•

.

.

.

.今
日
で
は
資
金
/の
缺
乏
の
爲
に
農
事
の
改
良
も
十
分
に
行
は
れ
ぬ
と
い
ふ
け
れ
ど

.第
十
二
想

(
1
$

七)

.論
説
經
篇
魂
四
分
法
の
辨 

M
一
 

S
 

ー，0
ー



第

十

二

盤(

二
五
八)

諭

，耽

.
經濟似理四分法の辨

 

I 

第
二
號
一
〇
ニ

も
、旣

に

資

本

が
®
.富
に
な
れ
ば
、其
農
事
の
改
良
な
ど
も
着
々
行
は
れ
る

t
v
j

R

爲
メ
る
で
あ 

ら
う
。

S

う
す
れ
ば
米
も
澤
山
出
來
る
で
有
ら

.う
。
米
が
澤
山
.出
來
れ
ば
自
か
ら
米
價
も 

下
落
す
る
が
、併
し
其
と
同
時
に

.他
の
生
活
必
要
品
も
凡
て
下
落
す

.る
の
で
あ
る
か
ら
'米
を 

買
.ふV

居
る
人
々
が

«:
:

合
.す
：ビ
：同
時
に
、米

を

賣

る

盖

家
^

方
も

51
:
に
楚
支
な
い
»
で
あ
る
、
 

:■(

贫
，乏

#

5

1
四
六

I
 
ニ
四
七
貢

)

:

.

:

.

'
.
.
'.
'

k

.

'

i

^
 

'

:

:-
;
V
L
:
::
:

ハ

,

'
以
上
は
吾
人
の

_

謂
經
濟
原
理
四
分
法
の
辨
に
し
て
、其
未

.、た
完
.か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
や
勿 

論
な
り
と
雖

も、

然
か
も
以
上
の
如
く
解
す
る
ミ
き
は
四
分
法
論
者
の
企
て
た
る
所
が
悉
く
失 

敗

を

.
以

て

了

 

b
.̂

.

&ど
解

.す
可
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
の

a

は
.
則
.ち
又

.

.

..#
に
し
て
之
を
明
に
'す 

る
:̂

得
た
办
と
信
ず
。
苦
し
果
し
て
然
ら
ん
に
は
、吾
人
最
初
の
.企
圖
は
妓
に
一
先
づ
亭
業
を 

卒
&

た
る
も
の
に
，し
て
、是
れ
以
上
苦
く
は
以
外
に
言
及
せ
ん
は
、徒
ら

K

餘
事
を
語
る
も
の
な 

P

ビ

の
|1
を
招
く
に

11
:

る
可
し
ビ
赚
も
、今
結
末
を
整
ふ
る
の
意
味
を
以
て
一
言
を
之
に
刚
加 

せ
ん
な
：ら
ば
、吾
人
は

.先
づ

」

！I

分
法
を
以
上
の
如
く
解
し
、之
に
則
办
て
*
濟
理
論
の
双
究
に
從 

.事
す
る
は
、今
の
日

本
に
，敗

1:
果
'し
、て
無
用
な
る
べ
き
や
杏
や

ビ

自
ら
問
ひ
、双
る
後
に
自
ら
又

た
其
及
し
て
然
ら
ざ
る
を
言
は
ん
ビ
欲
す
。
蓋
し
經
濟
理
論
の
邦
人
の
間
に
了
解
せ
ら
れ
ざ 

る
：や
誠
に
甚
し
き
も
の
あ
上
し
謂
ふ
可
き
其
中
に
就
て
も
、彼
の
分
配
論
：と
消

.

論
と
は
，其
意 

義
重
要
殆
ん
ど
全
く
解
せ
ら
れ
す
し
て
、

一

部
の
人
士
の
如
き
は
，人
の
偶
ま
分
配
の
公
平
を
論 

じ
、勞

#

者
階
級
：の：：向
上
於
論
策
す
る
：考
あ
る
を
見
れ
ば
、强
ち
に
之
を

M

す
る
に
危
險
思
想
を 

談
す
る
，
の
：徒
を
以
て
し
、奢

侈

の

弊

を

論

じ

其
®

て
*

る
所
を
究
め
て

^

主
要
な
る
原
因
が
、所 

へ
設
は
、富
者
の
.富
む

'こ
ビ
益

»

し
：ぐ

®
遨
の
貧
し
き

,

J
VC
-
J又
た
益
甚
し
き
も
の
あ
る
這
個
の

^
 

怵
に
在
る
を
喝
破
し
、，斯
.く
て
K

び
彼
に
課
す
る
所
を
萆
く
し
、此
に
課
す

る

所
を
輕

か

ら

し
め 

ん
ビ

計
策
す

る

寧
あ

る

を

間
げ
ば
、則
ち

-又
■.た
其
心
甚
だ
安

か

ら

ざ

る

も
の
、
如
く
に
し
て
、或 

は
之

.を
自
し

V
、

國
を
賊
、し

.社
會
を
ー
毁
つ
の
企
'な
る

か

の
如
く
解
す

る

の
，狀
な

き

.に
あ

ら

ず

。 

是
れ
誠
に
、彼
等
の
爲
に
は
嘲
笑
を
以
て
之
に
酬
れ
ば
則

5>
-

足
れ
ぅ
ビ
し
て
止
み
得
ん

も

、
然
か 

も
邦
家
の
爲
め
に
は
、唯

*

に
、嘆
ず
可
く
憂
ふ
'可

き

の
事

象

た

ら

す

と

.
せ

ず

と

，爲

す

の
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